


















































対象者 特別支援学校小学部に在籍する 7歳 1か月の男子児童（以下，A 児）
であった。A 児には自閉性障害の診断があった。7歳 3ヶ月で実施した新版
K 式発達検査 2001の結果は，姿勢運動 2 : 4，認知適応 1 : 8，言語社会 1 : 0
であった。7歳 1ヶ月で学級担任に対して実施した S−M 社会生活能力検査の

























所属する学級は，A 児を含めて男子 4名，女子 2名の児童が在籍し，学級
担任は 3名で，特別支援教育の経験年数はそれぞれ 25年，10年，1年の教員
であった。








指導期間 指導は 201 X 年 9月～201 X＋1年 3月まで給食のある日に毎日，
合計 106回行った。給食のある日の欠席は 1日であった。
指導場面 特別支援学校の A 児の所属教室において行った。
手続き 3人の学級担任のうちの 1人が週替わりで A 児の座席の隣に座り，











Table 1 A 児に提供した食品の推移
週 加えた食品 減じた食品
第 1週 通常の給食 1人分（ベースライン）
第 2週 B 社の味付け海苔 1.5センチ角 1枚 通常の給食 1人分
第 3週 B 社の味付け海苔 8切 1枚 B 社の味付け海苔 1.5センチ角 1枚
第 4週 B 社の味付け海苔 8切 1枚
韓国海苔 8切 1枚
第 5週 H 社の味付け海苔 12切 5枚 韓国海苔 8切 1枚
第 6週 I 社の味付け海苔 12切 5枚 H 社の味付け海苔 12切 5枚
第 7週 じゃがいものスナック菓子Ⅰ
（じゃがバター味）3本


















第 12週 J 社の乳酸菌飲料 1個 F 社の乳酸菌飲料 1個
（赤い蓋のノーマルタイプ）

























であった。第 14週以降は A 児が自発的に食べない食品がある場合に，学級担
任が積極的に A 児に食べるよう促すこととした。
Table 1に A 児に提供した食品の推移を示す。
記録 指導場面は教室内に設置したビデオカメラで録画した。
社会的妥当性 本研究における指導の社会的妥当性を評価することを目的とし






Fig. 1に筆者の週 2回のビデオ録画による記録に基づく，A 児が食べるこ
とができた食品の種類の変化を示した。
第 1週 1学期までの指導と同様に通常の給食を 1人分提供した。A 児は給食
を一瞥するが全く手はつけなかった。筆者が A 児の牛乳にストローを刺そう
とすると筆者の手を払いのけた。提供後約 15分経過の後に A 児は隣の指導者
に給食一式の載った盆を差し出し，給食の終了を要求した。終了は学級担任が
時刻や A 児の様子を見て決定しており，A 児の終了の要求は通る時と通らな
い時があった。
















海苔 8切 2枚を A 児に渡すと，抵抗なく食べ切り，学級担任の促しで「ごち
そうさま」をすることができた。









する味付け海苔の量を 8切 2枚とした。2日目から 5日目の間には学級担任が
味付け海苔にパンも加えて提供する等の指導をした日もあったが，A 児は味
付け海苔だけを食べた。
第 4週 A 児が給食で提供される味付け海苔を食べられるようになることを
狙い，B 社の味付け海苔 8切 2枚に加えて他の会社の味付け海苔を提供する
こととした。A 児が味付けの濃いものを好むことを予測し，この週は韓国海






ができた。2日目以降も，A 児は B 社の味付け海苔 8切 2枚は食べるものの，
1日目と同様に韓国海苔は細かく破いて食べなかった。
第 5週 学級担任が B 社，H 社の袋を見せてから味付け海苔を取り出し，両
方提示すると A 児は H 社の味付け海苔を手に取って 1枚ずつ丸めて 5枚とも










第 6週 1日目には I 社の味付け海苔は袋から出して匂いを嗅ぎ，顔をしかめ
た後に盆に並べて「ごちそうさま」の手を合わせた。隣に座っていた学級担任
の袖を引っ張り活動終了の要求をするが受け入れられず，その後 I 社の味付















量を 6本に増やした。2日目には校外学習があり，A 児は B 社の味付け海苔
2袋と C 社のフランスパンピザ 2切れと唐揚げをお弁当に持参し，唐揚げ以
外は食べることができた。
































提供した。A 児は J 社の乳酸菌飲料のパッケージを眺めたり蓋を触ったりし
たが，蓋を開けるよう要求することはなく，学級担任が蓋を開けようとすると
その手を遮った。


































12切 5枚があったため，学級担任が B 社の味付け海苔 8切 2枚と換えて提供



















第 17週 ヨーグルトは 1日目のみ学級担任が食べるよう促した。促しの後 20


















ヨー グルト（ブルーベリー ） ヨー グルト（プレ ンー） J社乳酸菌飲料 F社乳酸菌飲料（青蓋）
F社乳酸菌飲料（赤蓋） スナック菓子Ⅱ1本 スナック菓子Ⅰ3本 K社海苔















































































































































（4）A 児にとって受け入れやすいプログラムであった。 4 3 4
（5）A 児の偏食に良い影響を与えた。 3 4 2











































級担任からは「学級担任 3人がかりでヨーグルトを食べるように A ちゃんコ
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